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ハイライト 

 

◇8月の市況概況 ※9月の統計データは 10月末に更新されるため、次号にて掲載予定 

○原油は、生産量 1,800万トン(横ばい)、輸入量は 3,800万トン(前月比 200万トン増、2 カ月連続で

増加)。 

○ナフサの輸入量は 70万トン、前月の 121万トンから急減。 

○9月の製油所稼働率は、国営石油会社が 77.4％(前月比 0.2ポイント下落)、地方製油所は 60.9％

(前月比 5.7ポイント上昇)。 

◇9月の主な業界動向 

○グリーン化 (環境対応) の進展：水素、CCUS、グリーンメタノール、グリーンアンモニアを中心とした脱炭素

化の取り組みが加速している。中国企業は欧州との水素分野での協力強化や、四川省での水素燃料トラ

ック導入拡大を進める一方、吉林油田では CCUS技術の商業化と設備の国産化を実現し、インドネシア

への海外展開も開始した。また、広州港で中国初となる国際航行船向けグリーンメタノール供給が実施さ

れたほか、グリーン水素とバイオマスを活用した世界初のグリーンメタノール商業化プロジェクトや、世界初の

液体アンモニアバンカリング船の運航開始など、新燃料分野での実証・商業化が相次いでいる。中国は化

石燃料と新エネルギーの融合を図りながら、低炭素燃料の供給網整備、関連技術の高度化、海外市場

展開を通じてエネルギー転換の実装段階へ移行しつつある。 

○第三国市場展開：受注拡大、現地生産、そして技術提携等、低炭素事業の第三国市場への展開が一

段と加速している。中船集団はドイツの国際海事展を機に欧州船主から総額 24億ドル規模の造船案件

を受注したほか、化学分野では中国企業と韓国 LG化学による半導体材料分野での協力が始動し、エネ

ルギー分野では中石化寧波工程がウズベキスタンで SAF（持続可能な航空燃料）製造プロジェクトを立

ち上げるなど、高付加価値分野での海外展開も広がっている。 

さらに、タイヤ関連企業はエジプトをアフリカ・中東・欧州市場向けの輸出拠点と位置付け、生産能力の

増強を進めている。また、マレーシアでは中国企業によるチタンホワイトの大型生産拠点建設が進められる 
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